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5万分の1地質図幅の新刊
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･本地質図幅は昭和37年以来続行されている十勝団

体研究会による研究の成果にもとづいて作成された.

･対象は十勝平野のおもに第四系であるが南十勝地

域における新第三系の構造･堆積物および古期扇状地

群について目高山脈の浮き上りと関連させて適確に

とらえている.

･またテフロクロノロジｰρ方法を駆使し広く扇状

地と段丘の対比を行ない南十勝地域における火山灰

層の岩質･編年･分布を追求している.

･さらに化石周氷河現象の詳細な記載は最終氷期の地

史の中に位置づけられ北海道で最初のまとまった記

載である.

･なおこの地域は本邦最初のナウマン象全骨格が産出

されたところに近くその第四紀地吏の究明は日本

の第四紀研究のきわめて重要恋意義をもっている.

(.1.1.�グ十携～

､i1'､.�

㌧�◎㌧静広4大樹＼㌧.

位置図

灘嚢灘雛樽一

欝樽搬1主･

､≡綴一難嚢1-1�


